
  

令和８年４月27日 

 報道機関各位 

 

総合政策部ＤＸ推進課 

 

令和８年度青森県産業ＤＸモデル創出支援事業費補助金の募集について 

 

 県では、標記の補助金を交付することとし、４月１７日から募集を開始しました。 

 つきましては、当補助金の募集を広く周知するため、報道方よろしくお願いします。 

 

記 

 

 

１ 補助金の概要 

 自社の企業価値を高めるためデジタル技術を活用して行う、以下の①～③のいずれかに該当する取組で、県

内産業のＤＸを牽引するロールモデルとなり得る事業に係る経費の一部を補助する。 

①新商品・新サービスなどの新ビジネスの創出に向けた取組 

②新たな顧客の獲得に向けた取組 

③労働生産性の向上に資する取組 

 

２ 補助対象者 

  県内に本社又は本店を有する中小企業者 

 

３ 補助金額及び補助件数 

  補助対象経費の２/３に相当する額又は４００万円のいずれか低い額以内の額 

  ２件程度（本補助金に係る県の予算８００万円以内の範囲） 

 

４ 募集期間 

  令和８年４月１７日（金）～６月１９日（金）１７時 

 

５ 参考資料 

①補助金制度チラシ 

②令和７年度補助金交付実績 

 

 

 

 

報道機関用提供資料 

担当課・ 

担当者名 

ＤＸ推進課  

産業・しごとＤＸグループ 

ＧＭ 小西 知久 

電話番号 
直通 017-734-9418 

内線 3252 

報 道 監 総合政策部次長 田澤 謙吾 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【応募書類】 募集要領等をよくご確認のうえ、申請してください。 

①補助金申込書②事業計画書③DX 推進計画書④収支予算書 

⑤直近２期分の決算報告書又はそれに類するもの 

⑥定款又はこれに代わる書面（法人の場合のみ） 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/seisaku/dxsuishin/r8_degi_hojo.html   

 

デジタル技術を活用し企業価値を高める取組に、青森県が最大 400 万円補助します。 

対象者 

県内に本社又は本店を有する中小企業者 

（中小企業等経営強化法第 2 条第 1 項に規定） 

補助金 

● 補助上限金額    ４００万円 

● 補助率 補助対象経費の 2/3以内 

①新商品・新サービスなど 

新ビジネスの創出に向けた取組 

対象事業 ＤＸ推進計画書(裏面参照)に基づき、自社の企業価値を高めるためデジタル技術を活用

して行う、次の①～③のいずれかに該当する取組（県内で実施する取組に限る） 

 

③労働生産性の向上に 

資する取組 

● 交付決定      令和８年 7 月上旬 (予定) 公募日程 

● 事業実施期間   交付決定の日から令和 9 年２月 26 日(金)まで 

令和 8 年４月 17 日(金)から６月 19 日(金)まで     ● 募集期間      

※県ＨＰから 

ダウンロード      

募集要領 

応募書類 
 

②新たな顧客の獲得 

に向けた取組 

県ＨＰ      

～事業の「デジタル変革」に取り組む皆様へ～ 
補助金 

上 限 

補助率 

     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

   

 

                     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書類審査 

 ↓ 

プレゼン審査 

 ６月下旬頃 

 ↓ 

審査結果通知 

 

     

補助対象経費 

【謝 金】 

     

【旅 費】 

     

【事業費】 

     

【開発費】 

     

【物品購入費】 

     ･専門家等謝金     ･専門家等旅費 

･従業員等旅費 

     

･機械装置費 

･物品費 

･消耗品費 

     

･開発等に係る経費 

(原材料費他) 

     

･会議費 

･通信運搬費 

･委託料 他 

DX 推進計画書 

スケジュール 

問い合せ先 

応 募 窓 口 

 

〒０３０－８５７０ 青森県青森市長島一丁目１番１号（県庁南棟３階） 

青森県 総合政策部 ＤＸ推進課 産業・しごと DX グループ 

〔TEL〕 ０１７－７３４－９４１8８〔Mail〕 dxsuishin@pref.aomori.lg.jp 

 

公募期間 

     

審査期間 

     

事業実施 

     

補助金交付 

     
6 月 19 日締切 

     

補助金検査 

 ↓ 

補助金の交付 

 

     

補助金の交付の対象となる事業に要する経費で、システム構築・デジタル電子機器

導入・デジタル広告及びデータ分析に係る経費のうち次に掲げる経費 

･開発等に直接従事 

する従業員等人件費 

     

事業開始(交付決定後) 

 ７月上旬(予定) 

 ↓ 

中間報告書提出 

 12 月 4 日まで 

 ↓ 

事業完了・実績報告 

 令和 9 年 2 月 26 日

まで 

 

     

※応募の際には、事業者の課題に応じて各機関・団体が連携して切れ目のない支援をしている 

「青森県 DX 推進ラボ」による支援を受けることができます。 

経営課題やデジタル技術を活用した将来的なビジネスモデル・取組・目標等をまと

めた計画書。下記の産業支援機関より支援を受けて策定するものです。 

 

策定は下記の機関へご相談ください。    



R7年度青森県産業ＤＸモデル創出支援事業費補助金 交付実績①

事業者名等 (株)岩岡 ／ 八戸市 ／ 各種商品卸売業

事業名 「イワオカエクスプレス」構築による受注業務の効率化と地域循環型エコプラットフォームの実現

事業概要
・受発注業務のデジタル化により、業務の簡素化、属人化の防止及び生産性の向上を図る。
・使用済み段ボールの回収依頼・予約管理機能をシステムに搭載し、地域のエコ活動を一元的に支援する事で、企業価値
の向上を目指す。

■「イワオカエクスプレス」
包装資材のオンライン注文をスマートフォンで行えるように

すると同時に、AIによる需要予測機能を備え、在庫管理の最適
化や業務効率化を実現するシステム。

システム概要図

業務改善イメージ

・段ボール回収も電話予約→Web予約
・回収～提供スケジュールをシステムで一元管理

■エコ活動（段ボールの回収→教育機関への提供）の効率化

システムを汎用テンプレート化し、同業他社や中小卸への展開を計画 エコ活動支援機能を備えたシステムは全国的にも例が少ない。



R7年度青森県産業ＤＸモデル創出支援事業費補助金 交付実績②

事業者名等 (株)長谷川鉄工 ／ 弘前市 ／ 金属製品製造業

事業名 BIMクラウド構築による建設DXの推進と新事業展開

事業概要
・BIMの導入により「低い生産効率」及び「利益率の減少」を解消する。
・社内に新部門「BIMシンジケート」を設立し、収益性の改善と新規顧客の獲得を実現する。

■BIMで設計・施工などの情報を３Dモデルへ紐づけ
図面の変更修正が容易になるほか、
BIMクラウド上での共有化により、作業効率が改善。

■BIMシンジケート
「下請け企業体質からの脱却」のため、自社が能動的に利益を獲得
する体制を構築し、BIMによる図面作成・進捗管理業務を受託。

ゼネコン、同業他社、
商社

地元ゼネコン・建材商社・製造業者によるBIM連携ネットワークは県内で前例がない。



R7年度青森県産業ＤＸモデル創出支援事業費補助金 交付実績③

事業者名等 大青工業(株) ／ 青森市 ／ 設備工事業（冷房）

事業名 生成AIを活用したメンテナンス業務支援システムの構築

事業概要
・点検・修理記録を対象とした業務支援システムを開発し、クラウド上での一元管理と記録作業の省力化を実現する。
・システムに生成AIによる入力補完機能を実装し、生産性向上と記録精度の両立を図る。

■紙伝票による手書き作業からの脱却、記録作業の省力化
（作業時間25～30分→約６分）

■生成AIによる入力補完（履歴の参照・定型表現の再利用）
入力者は今回作業の差分のみ修正することで記録が完了。

システム
開発範囲

A社の処置内容は、
前回ガス漏れ時と同様

A社の点検
履歴を参照

お客様

処置内容

A社

機器型番：○○○○-ABC
△△の交換

運転確認。ガス漏れなし。

報告書作成日 ○年○月○日

フロン排出抑制法に基づく点検記録との一体的な運用は、パッケージ製品にはない。
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